
羅塗
灘鰐

叢

.

螂
隅

皿叢

所
得
税
の
弱
黙

・

…

肚
會

的
法
的
経
済
學

の
考
察

・

利
潤
の
経
済
的
及
び
道
徳
的
性
質

農

業
労
働
問

題

・

時

、輪
柵

地

方
税

の
整

理

を
論
ず

一説

苑

家

計

論

の
地

位

に
就

て

井

リ

ャ

ム

・
タ

ム

ス

ン
の
分

配

論

・

雑

銘跡

凋
逸
馴
効
聯
合
國
の
封
猫
経
済
政
策

世
界
戦
璽
と
伯
林
の
人
口

渋
墨
博
士

文
學
博
士

法
學
博
士

注
學
樽
宝

祚

戸

正

雄

米

田

庄

太

郎

田

島

錦

治

河

田

嗣

郎

渋
墨
博
士

小

川

郷

太

郎

法

學

宝

祚

田

駐

日

経
済
學
士

堀

脛

夫

法

學

士

小

島

昌

太

郎

法

學

士

汐

見

三

郎

}
跨一



・

鎌

「

凋
逸
側

よ
り
見
た

る
聯
合

國

の
…封
綱拗
脛
濟
政
策

小

島

昌

太

郎

軍
國
主
義
を
背
景
ε
し
て
世
界
的

の
大
商
工
國
た
ら

ん
ε
し
つ
、
あ
り
し
濁
逸
帝
國
は
、
そ
の
軍
國
主
義
の

爲
め
に
却

っ
て
破
壊
せ
ら
れ
て
仕
舞
う
だ
。
英
吉
利
は

年
和
主
義
の
假
面
の
下
に
、
商
工
的
大
帝
國
を
建
設
す

る
に
成
功
し
、
功
利
的
外
交

蓬
経
済
的
封
鎖
職
ε
に
よ

b
て
、
世
界
大
戦

に
勝
利
の
榮
冠
を
瀟
ち
得
て
、
更
に

そ
の
海
商
國
た
る
の
基
礎
を

固
く
す

る
こ

ε

が
出
家

.
た
。
職
敵
の
凋
逸
が
再
び
商
工
國
こ
し
て
復
活
し
得
る

や
否
や
は
興
味
め
る
問
題
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
阻
。
而
し

て
そ

の
成
否
は
、

一
は
凋
逸
国
民

の
努
力
如
何

に
懸

b
、
一
は
.今
は
外
交
上
殆
ご
無
力
に
近
き
濁
逸

に
謝
す

る
聯
合
諸
国
の
態
度
如
何
に
懸
る
。
聯
合
国
の
猫
逸

に

封
ず
.る
経
済
政
策

は
果
し
て
如
何
な
る
も
の
か
。
以
下

難

銀

襴
遙
側
よ
り
見
た
ろ
聯
合
圃
の
封
猫
握
濟
政
策

掲
ぐ
る
所
は
匿
名
の
凋
逸
経
済
畢
者
の
見
た
.る
聯
合
國

の
劉
濁
輕
濟
政
策
ご
、
そ
が
凋
逸
の
勤
外
貿
易
に
及
ぼ

せ
る
影
響
`
で
め
る
。

　
「
敵
国
側
(聯
合
国
側
一
の
、
獅
逸
輸
出
貿
易
に
制
裁
を
加

へ
ん
ε
す

る
周
到
な
る
計
劃
は
、
凋
逸
商
品
の
仕
向
國

に
謝
し
て
も
目
を
振
向
け
た
。

一
九

一
四
年
以
來
、
濁

逸
の
輸
出
販
路
に
非
常
な
憂
化
を
来
し
た

こ
ご
は
、
既

に
明
か
な
る
事
柄
で
あ
る
、
井
し
其
愛
化
が
如
何
な
る

程
度
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
統
計
局
璽
行
の

『
経
済
ご

ぺ
ま

統
計
』
五
月
號

に
掲
載
せ
ら
れ
π
る
次
の
数
字
が
物
語

。航
屈
筋
.

國
檎
膿

腫

騰

蝉

～「艶
驚
辱

貌
押
瞬

～一駐

知
解

～醜
㌍
。肛

酉 芽 丁 諾 瑞 瑞 和

班

牙 蘭 抹 威 典 西 蘭

(
{璽

δ

三

七
二
八
』

昌

(
(
カ
、一[

=

一[三
、六

二

吾

喚
E

.

ゼ
8

δ

】
O
重

、〈

拠

洪

図

(従

前

の
版
圖

)
昌

言
吊
(
・

層
バ

ン
カ

ン
及

び

土

耳
古

四壁

、O

響

「-剛

三
毫

、四

蓋
三
三

[2

べ

一会

、三

甕

δ

窒

、四

督
[六
、六

二
〇(
謹

第
十

三
雀

(第
四
號

[
五
九
)

六
〇
九

三

三
湘
三

七
二

三
・O

　2一
・
ゼ

〒

五

轄
・
(

一
∴

六
ゐ

与
(
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一
・六

二
人

一
・
〇

一
画

一
口
・九
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伊 臼 佛 英 露

。　 。鱗

利　 。鋸 ・
凋
逸
側
よ
り
見
た
ろ
腕
骨
画
の
封
囲
纒
濟
政
策

其
の
他
漱
羅
巴
諸
国

「
0
兜

.内

天

六
バ

「;

O
R
九

]

「三
〇
、
四

一
二
六
托

二

=

力
二
、
E

二

只

四
、
二

塞

く
べ

筆

戦
六

習=
〔竺
昌

三
八日「、昌

四
〇
、六

〒
五

八
必

訳
・
囲

碁
・
0

…
三

訂
ボ
〇

三
二

西

・
三

七
・〈

五
西

胃丁
九

日
・
六

欧

羅

巴

合

計

三
冠
…菖
四
、〈

北

米

合

衆

國

=
九
四六
、
=

其
他
の
歓
羅
巴
外
諸
国
幽
宅
三
、亀

置

=
八
δ

国
豊

、四

「
三
七
、湘

全

・
八

葉

・
O

ゼ
三

鱈
二

一
〇
・
0

【六
・地

.

絡

計

四日
七一西
、二

六
望
一、E

6
?
〇

一〇?
O

.

此
表

に
よ
れ
ば
戦

後

の
金
額

は
、
戦
前

に
比
し
て
総

て
大

に
膨
脹

し
て
居

る
が
、

そ
れ
は
物
慣

の
騰
貴

に
基

く
の
で
あ

る
。
撫

で
之

に
よ
h
て
見

る
ε
、
英
吉
利

へ

輸
出

せ
ら

れ
た

る
凋
逸

品

は
、
濁
逸

の
絡
輸

出
額

に
謝

し
て
、

↓
九

一
三
年

に
は

一
四
・三
%

で
あ

っ
た

砂
が
、

今
は
六

・
四
%

ε
な

っ
て
居

る
。
佛
蘭

西
は
七

・八
%

が

丁
度
三
%

に
減
退

し
て
居

ろ
。
白

耳
義

ε
伊
太
利

ご
は

一

此
二
國
の
貿
易
が
そ
れ
自
身
減
退
し
て
居
る
の
は

勿
論
だ
が
一

五
・四
%
が
三
・
一
%

ざ
な
り
、
双
三

・九

%

が
三
%

ご
な

っ
た
。

か
く

の
如
く

、
此
等

諸
国

へ
の

輸
出

は
減
速

し

て
居

る
が
、
そ
の
代

り
に
他

方

に
於

て
、

第

十
【二
巻

(餓
即四
號

「
占
ハ
O
)

山八
一
〇

戦

時
中

、
中

立
国
で
あ

っ
た
諸

国

へ
の
歩
ム
ロ
は
反
封

じ
馳

増

加
し
て
居

る
。
.即

ち
和
蘭

は
戦
前

七
%
足
ら
す
.で
る

「つ
π
の
が

、
今
日
一
二

・二
%

ε
な

り
、
瑞
西

は
戦
前

の

五

・三
%

が
九

・
二
%

ε
な
り

、
又
芬
蘭

以
外

の
北
方
諸

国

(瑞

典

・諾
威

・丁
抹

)
は
合
計

に
て
従
前

は
六

・七
%

.

で

あ

っ
た

が
、
今
は

一
九

・二
%

(
=
ハ
、二
%
の
談
か
)
ご
な

っ
て
居

る
。

露

西
亜

は
戦
前

、
猫
逸
輸
出
貿

易

の

八
・
七
%
を
占

、

め
て
居

っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
日

ρ
露
西
亜
-

芬
蘭

以
外
の
高
原
地
方
を
含
な
一

は
僅

に

二
・五
%
で
あ

る
。

叉
懊

洪
國

の
時
代

に
は
彼
地

へ

一
〇
・九
%

の
鹸
…
.

出

が
あ

っ
た

の
だ
が
、
合
日

そ

の
継

承
國

へ
の
輸
出

は

七

・八
%

ε
な

っ
た
。
士

耳
言
及

び
其
他

の

バ

川
カ
ソ

諸

國
は
、

価御
逸

輪
…出
貿

易
よ
り
殆
ご
除
外

せ
ら

れ
た
標

な
形

ε
な

っ
た
。
.即
ち
戦
前

に
は

三

・
一
%

の
輸

出
で

キあ

っ
た
が
、
今
日
そ
れ

は

一
・
一
%

ε
な

っ
た
。

北
米
A
π衆

國

へ
の
輸

出
歩

合
は
、
殆

ざ
憂
化

が
な

い

ξ
言

っ
て
も

よ

い
。

一
九

ご
二
年

に
は

七

。
一
%

で
あ

っ
π
の
が
今
日
七

・
二
に
増

加
し

て
居

る
。

之

に
よ

れ
ば
大
戦

の
影
響

`
し
て
最
も
著

し
く
目

立
.



e

〆

つ
も
の
は
、
凋
逸

の
輸
出
絡
額
の
中
で
、
欧
羅
巴
の
中

か
、
る
結
論
は
i

今
弦
に
、
そ
れ
を
鳥
刺
ん
ε
す

る

立
諸
国

へ
行

つ
陀
の
が
、

一
九

=
二
年
に
は

二
二
・
二
.

の
で
は
あ

る
が
一

非
常
に
慎
重
な
観
察

に
よ
り
て
の

%

で
あ

っ
た
が
、
今
日

そ
れ
は

五
〇
・
八
%

ε
な

っ
た

へ
み
導

き
得

る
も

の
で
あ

る
。

こ
ご

、
、
英
吉
利

が
戦
前

第

一
位

の
顧
客
た

る
地

位
を

そ
の
結
論

`

し

て

は
.先

づ
こ
う

言
ふ

こ
ε
が
出
来

占

め
て
居

っ
た

の

に
、
今
日

は
第
六

位
に
落

ち
、
佛

蘭

る
。
中
立

国

に
封
ず

る
凋
逸
輸
出

の
恢
復

は
急
速

に
行

.

西
も
、
和
蘭

、
瑞

西
、
瑞
典

.
丁
抹

に
遙

に
追
ひ
越

さ

・
ふ

こ
ε
が
出
來
た
。
そ
れ
は
戦
争

中

、中

立
国

へ
の
貿
易

れ

て
、
小
國
諾
威

ξ
同
等

の
地

位

ご
な

っ
た

こ
ご

、
で
…

の
阻
害

は
、
随
分
甚

だ
し
か

っ
た
が
、
之
を
全
然
壊
滅

せ

あ

る
。

し
む

る
ま
で

に
は
至

っ
て
居

な
か

っ
た

か
ら

だ
。
国
際

凋
逸

の
輸
出
貿

易

に
か
く

の
如

き
攣
化

を
来
し
た

に

注
に
違

反

し
て
、
中
立

国
ε
の
貿

易

に
ま

で
接
げ

ら
れ

工

p
ロ
」
色
沼
営

8

p
㎝
①

就

い
て
は
、
勿
論
、
幾
多
の
原
因
が
あ
.る
。
露
西
亜
ε

セ
貿
易
封
鎖
、
商
業
間
諜
、
黒
表
な
ざ
の
効
果
は
、甚
だ

の
貿
易
を
阻
害
し
て
居
る
事
情
は
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
や

深
刻

で
あ

っ
た
の
は
確
だ
が
、
そ
れ
は
中
立
國
ε
の
貿

懊
洪
継
承
國
巴
の
貿
易
を
阻
害
し
て
居
る
事
情
ご
は
、

易
を
阻
害
し
た
に
止
ま
り
、
未
だ
之
を
壊
滅
に
賺

せ
し

叉
別
の
毛
.の
で
み
る
。
中
立
諸
国
蓬
の
關
係
が
非
常
に
.
む
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
叉
敵
国
存
在

良
好

`
な

っ
た
の
は
、
藪

に
十
分
確
實
な
る
解
繹
を
下

の
濁
逸
財
産
に
謝
し
て
、
戦
時
中
に
施
行
せ
ら
れ
、
卒

す

ご
ε
の
出
來
な

い
ほ
こ
錯
綜
し
た
る
原
因
に
よ

っ
て

和
克
復
後
の
今
で
も
街
明
示
黙
示
に
残

っ
て
居

る
不
利

で
あ
る
。
例

へ
ば
聯
合
国
に
勤
す
る
凋
逸
の
義
務
履
行

.
盆
な
惹
諸
規
定
に
比
ぶ
れ
ば
、
自
然
打
勝
き
易
き
も
の

の
如

き
は
、
止
揚
…の
数
字
に
含
ま
れ
て
居
な

い
も
の
だ

で
あ

る
。

が
、
(老
心
含
ま
し
む
れ
ば
、
中
立
諸
国
♂
聯
合
側
諸
国
ご
の
割
合
が
多

}午
和
克
復
後
の
今
省
襲
存
し
τ
居
る
経
済
的
敵
意
が
v

少
攣
ろ
)
、統
計
的
数
字
を
材
料
ε
し
て
経
済
的
診
察
の
結

世
界
経
済
の
再
建
を
阻
止
す
る
効
果
は
.
之
を
正
確
な

論
を
諄
く
爲

め
に
は
観
世
し
得
ざ
る
所
の
も
の
で
め
る
。
る
敷
字
を
以
て
表
示
す
.る
こ
ε
は
固

よ
り
不
可
能
で
あ

隔

雑

録

獅
逸
側
よ
り
見
た
る
聯
合
国
の
封
劉
経
済
政
策

第

十

[二
巻

(第

四
[號

一
占ハ
】
)

山
八
一
}

・

.
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雑

録

世
界
の
…戦
争

建
伯
林

の
入
口

る
o
併
し
そ
の
効
果
の
表
徴

ご
し
て
は
、
猫
逸
輸
出
貿

易
が
、

一
方
伊
太
利
や

亜
恭
利
加
に

於
け
る
ピ
、
他

方
、
白
耳
義
、
佛
蘭
西
、
英
吉
利
に
於
け
る
ξ
の
、
獲

達
の
相
違
ε
し
て
衰
は
れ
て
居
る
。
北
米
合
衆
国

に
封

ず
る
鍮
出
は
、
既
述
の
如
く
、
歩
合
敷

に
於
て
は
既
に

戦
前

の
状
態
を
恢
復
し
且
つ
僅
な
が
ら
も
之
を
凌
駕
し

て
居

る
。
叉
伊
太
利

へ
の
輸
出
も
、
彼
國
購
買
力
の
減

退
に
拘
は
ら
す
、
李
和
時
代
の
四
勢
三
以
上
に
上

っ
て

居
る
。
然

る
に
白
耳
義
は
殆
、ご
五
分
三
ご
な
り
、
英
吉

利

へ
の
輸
出
歩
合
は
戦
前
ε
飴
程
の
距
離
が
出
癖
、
佛

.

蘭
西
は
更

に
人
な
る
隔
り
が
田
楽
た
。

咀

敵
国
側
〔聯
合
側
)
の
制
裁
が
如
何
な
る
程
度
ま
で
の
敷

果
を
表
は
す
や
は
、
他
日
に
之

を

徴
す
る

の

外
は
な

一

い
。
只
今
日
既

に
明
か
な
る
所
に
就

い
て
言

へ
ば
、
今

や
己
覚

・
れ
來
・
つ
弟

義

姿

易
窪

の
傾
向
一　

を
、
更

に
大

に
抑

へ
付

け
ん
ご
す

る
こ
ご
に
、
彼

等
が
.

全
然

一
致

し
居

る

こ
ε
で
あ
る
。
英
佛

の
利
害

に
左
右

せ
ら

れ

て
、
猫

逸

の
輸
出
　貿
易

が
上
述

の
如

き
璽
遷
を

な
す

に
至

っ
た

ご
云
ふ

こ
ε
は
、
取
も
直

さ
す

、
彼
等

が
、
戦

前

、
濁
逸
貿
易

に
於
て
占

め
し

そ
の
割
前

の
大

　一

第
十
三
巻

(第
四
號
.
=
八
二
)

六

一
二

旧

き

か

っ
た

こ
ご
を
、
豫

て
よ
り
望
ま

し
か
ら

の
事
柄

だ

ε
思

ふ
.て
居

た

乙
ε
を
示
す

に
外
な
ら
な

い
。

最
後

の
問

題

ε
し
て
残

る
所

の
も

の
は
既

に
明

か
で

あ
る
.
一

中
立
諸
国
が
猫
逸

ご
敵
国
側
ご
の
中
間
貿
・

易
を

獲
達

せ
し
む

る
こ
蓬
を
、
敵
国
側

が
承
認

し
叉
は

賛

同
す

る

か
、
否

か
、

己
云
ふ

こ
ε
で
あ

る
。
併

し
彼

等

が
之

を
承

認
す

る
ご
云

ふ
こ
ε
は
な

い
。
そ

れ
は
既

に
今

日
迄

の
数

字
が
示

し
て
居

る
o
兎
も

角
も
、
ヴ

ェ

ル
サ

イ

ユ
ξ

ス
パ
、
巴

里

ご
倫
敦

ε
に
於
て
顯

は
さ
れ

た

る
彼
等

の
政

策
は
、
只

、
世
界
経
済

の
損
害
を
齎
ら

す

こ
ε

、
な
る
様
な
攣

濯
を
待

ち
來
す

こ
ε

、
な

る
だ

け

で
あ
ら
う
。
」

(
一
〇
・九
、
】
五
)

.
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